
令和2年度事務事業実績評価表
１ 事業概要 課名 学校教育課 事業No. 271

事務事業名 学校教育振興事業
会計 一般会計

事業区分 経常 実施区分 継続
開始  終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
○ 3 地育力が支える学び合いで、生きる力をもち、心豊かな人材を育む
 9 個性を尊重し、多様な価値観を認め合いながら、交流する
   

分野別計画
 飯田市教育振興基本計画
  
  

法令・例規等
 学校教育法
  
  

事業目的
対象 小中学校

意図 学校の教育環境を整えることで、学校の教育活動が充実する

２ 事業内容

2年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
・小学校の教育活動に必要な教材、図書、消耗品、備品等を
学校の要望を踏まえつつ計画的に整備しました。
・新型コロナウイルス感染防止に必要な消耗品や備品等を整
備しました。
・理科や数学等の授業に必要となる教材を、補助金等を活用
し整備しました。
・小中学校の社会科等の授業で使用する副読本「わたしたち
の飯田市」を、学校と連携し作成しました。
・部活動に関するアンケートを実施し、部活動や部活動オフ
期間に関する生徒や教員の意識や行動等を把握しました。
・飯田市ＰＴＡ連合会の活動を支援しました。

研修会等講師謝礼、旅費 767
教材等消耗品費 161,229
印刷製本費 7,193
教材器具等修繕費 9,797
手数料 6,237
筆耕翻訳料 345
委託料 2,830
使用料及び賃借料 336
備品購入費 42,919
負担金 219
その他の経費 160

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位 平成29年度
計画 実績

平成30年度
計画 実績

令和元年度
計画 実績

令和2年度
計画 実績

わたしたちの飯田市　印刷 冊 6,000 6,140 0 0 0 0 5,940 5,940
          
          
          
          
          
          
          

2年度
決算

(千円)

予算額 246,745 特定財源内訳及び補足事項
決算額 232,032 （国）学校保健特別対策事業費補助金（１／２）　30,390千円

（国）新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金（10／10）　40,092千円
（国）理科教育等設備整備補助金（１／２）　773千円
（そ）寄附金　7,148千円　
（そ）副読本売却代　1千円
（そ）ふるさと寄附金　5,100千円

財源の
状況

国庫支出金 71,255
県支出金 0
地方債 0
その他 12,249
一般財源 148,528

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計 款 項 目

大
事
業

中
事
業

予算額 決算額 中事業名(科目名称)

1 1 10 2 2 10 1 144,789 136,502 小学校教育振興事業費

2 1 10 2 2 10 17 917 703 理科教育等整備事業費

3 1 10 3 2 10 1 99,950 93,983 中学校教育振興事業費

4 1 10 3 2 10 18 1,089 844 理科教育等整備事業費

5          

6          

7          

振返り課題認識

・学校の教材や備品等の老朽化が進んでおり、計画的な更新が求められています。
・新型コロナウイルス感染拡大により、感染防止対策や感染防止に配慮した教育活動など特別な対応が求められています。
・新たな部活動指針への移行により、冬季の放課後に部活動を行わない期間が発生するなど、これまでの部活動と状況が異
なることへの生徒や保護者の受け止めが様々な状況です。

上記の課題解決
のための有効策

・更新が必要となる備品や新たに必要となる教材等を的確に把握し、計画的に導入を進める必要があります。
・引き続き、学校における感染防止対策や感染防止に配慮した教育活動の取組を支援する必要があります。
・新たな部活動指針に基づく部活動の現状や課題、生徒の意識等を把握し、より良い部活動につなげる必要があります。

次年度に向けて
の取り組み

・学校に必要な教材や備品を、補助金等を活用しながら計画的に整備していきます。
・各校が実施する新型コロナウイルス感染防止対策や、感染防止に配慮した教育活動に必要な事業費等を支援します。
・新たに「部活動方針検討委員会」を設置し、部活動の現状や課題等を踏まえながら状況に応じた改善を図ります。
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